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1.2026年度を迎え
2.新年度のご挨拶
3.七栗を支える
　5名の特定看護師
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患 者 さ ん と 医 療 を つ な ぐ

日本医療機能評価機構
認定第JC1012号

●名古屋･伊勢方面から
近鉄名古屋線「久居駅」下車、
バス榊原車庫前行（下村経由）（七栗記念病院前経由）に乗車し
「七栗記念病院前」下車、徒歩１分
※時間帯によって「七栗記念病院前」を経由しないバスがあります。
　その場合は「七栗記念病院口」下車、徒歩5分
※バス乗車時間約20分、タクシー乗車時間約15分

●大阪・京都方面から
近鉄大阪線榊原温泉口駅下車、タクシー乗車時間約15分

編　集／藤田医科大学七栗記念病院広報委員会
発行人／大高 洋平
〒514 -1295  三重県津市大鳥町424番地1
電　話／059-252-1555（代表）　FAX／059-252-1383
https://nanakuri.fujita-hu.ac.jp
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●伊勢自動車道
久居インターチェンジより7km約10分
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①内科／土曜日は不定期で休診となる場合があります。 ②③緩和ケア・外科／火曜日は臼井教授・村井教授が交代で診察します。土曜日は緩和
ケア・外科医師が交代で診察します。 ④リハビリテーション科／火曜日・木曜日の午後、土曜日はリハビリテーション科医師が交代で診察します。 入院相談受付は、事前予約が必要です

広報誌ななくり　2026年4月発行

2026年4月1日現在※最新情報はホームページにてご確認ください。

NEWS 病 院 か ら の お 知 ら せ

外来医師担当表 平　日／午前 8:45～11:30　午後1:00～3:00
土曜日／午前 8:45～11:00診療受付時間
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セカンドオピニオン外来

（一般診療は午前中のみ）

（予約制）
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お家で作れる病院食・嚥下食レシピの
発信はじめました

皆さんが毎日を元気で健康に過ごすためのサポートをしていきます！

❶当院スタッフが皆さんの住み慣れた地域に出向き、ご要望いただいたテーマで講演を実施します。
❷ご来場の皆さんの健康チェックや健康相談を受け付けます。
❸看護師や薬剤師など専門スタッフが皆さんのお悩みに直接答えます。

七栗記念病院  総務課／059-252-1555

お問い合わせ七栗どこでもまちかど保健室

暖かな春の陽気と共に、新たな年度が

スタートしました。

七栗記念病院にも医師、看護師、

療法士など多くの新入職者を迎えま

した。新しい力とともに、病院も気持

ち新たに、安心・安全で良質な医療・

介護のあり方を弛まず探求し、提供

できるよう努力をして参りたいと思い

ます。

今年度もどうぞよろしくお願いします。

七栗記念病院　病院長

大高 洋平

2026年度を迎え1

新年度のご挨拶

2026年4月より、七栗記念病院看護部長を

拝命いたしました松下寛代と申します。

新年度を迎え、看護部として新たな一歩を踏

み出します。看護部が大切にする「生きる力を

支える」をモットーに、患者さんの心に寄り添い

ながら、確かな専門性を発揮してきました。

特色のあるリハビリテーションと緩和ケアを中

心に看護の真価を追求し、七栗の自然豊かな

環境のもと、大学病院ならではの高度な医療と

看護を提供してまいります。皆様の

期待にお応えできるよう、全力で

努めてまいります。今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 2七栗記念病院  看護部長

松下 寛代



七栗を支える 5 名の特定看護師

特定行為とは？
具体的には

● 床ずれなどの深い傷の処置
● 特殊な点滴の管（カテーテル）の挿入
● 状態に応じた薬（抗菌薬や輸液など）の調整 など

七栗の5名の
特定看護師をご紹介

看護部長  松下 寛代

七栗記念病院には、特定行為研修を修了した5名の特定看護

師が働いており、緩和ケア病棟と回復期リハビリテーション病棟、

看護部に所属しています。特定看護師は、医師と連携しながら

専門的な処置や判断を行える看護師であり、迅速な治療へつな

げる役割を担っています。安心して治療やリハビリに取り組めるよう、患者さん一人ひとりの

状態に寄り添い、「その人らしく生きる力」を支えるために日々取り組んでいます。

看護科長  竹腰 加奈子

患者さんに適切な治療をより迅速に提供するために、点滴を投与するための処置や動脈

からの採血を行っています。医師や放射線技師と連携し、患者さんの苦痛を最小限に

できるよう、安全・安心に処置が受けられる方法を考えながら特定行為を実施しています。

看護長  西川 圭二

患者さんの傷が一日も早く、きれいに治るように特定看護師と

して病院を横断的に活動しています。医師や薬剤師、栄養士

たちと奮闘中です。看護の心と確かな技術で一歩ずつ、

着実な回復を全力サポートしていきます。

看護師  岡 友汰

確かな技術や知識を活かし、患者さんの状態をしっかり見ながら、良い

治療やケアにつながるよう頑張っていきたいと思います。また、

スタッフ育成にも貢献できるよう取り組んでいきたいです。

看護主任  矢倉 里香

回復期リハビリテーション病棟や緩

和ケア病棟において、高齢や基礎疾

患を有する患者さんの感染リスクを

踏まえ、感染徴候の早期発見と迅

速な対応に取り組んでいます。安心

して療養できる環境づくりと、医療の

質向上に努めています。

これらにより、処置までの待ち時間を短縮し、患者さんの苦痛をいち早く和らげることをめざしています。

傷の処置
担当

特殊な
点滴の管の
挿入担当

特殊な
点滴の管の
挿入担当

薬の調整
担当

傷の処置
担当

「特定行為」とは、診療の補助であり、あらかじめ医師が作成した手順書に沿って、
研修を受けた看護師が実施する専門的な行為です。
患者さんの状態変化をいち早く見極め、ケアを提供しています。


